




1)性器ヘルペス症を合併した妊婦が来院した場合,臨床症状から臨床型を決定し,ウイルス

分離により診断を確定し,血清抗体の測定によって,初感染か再発・誘発型かを決定する。 

2)分娩様式の選択は以下の基準による。初感染の場合は,発症後 1ケ月以内では,帝王切開,

それ以上経っていて,外陰部に病変なければ,経膣分娩。 

 再発・誘発型では,発症後 1週以内では,帝王切開,それ以上経っていて,外陰部に病変が

なければ経膣分娩。 

3)新生児は,1 週間以上経過を観察し,新生児全身性ヘルペス症の発症を可及的に早期に発

見するように努力する。 


